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令和６年がスタートしました。

今年の干支は「辰」で、十干十二支４１番目の「甲辰（きのえたつ）」です。

「甲」は十干の始まりにあたり、生命や物事の始まりを意味します。「辰」は

草木が伸長し、形が整い、活気にあふれている様子を表します。辰年は天高く

のぼる竜に守られ、強運やお金に困らないといった言い伝えもあるようです。

「甲」と「辰」の合わさる「甲辰」である今年は、これからの成長がさらに

期待される年だと言えるでしょう。今年も生徒や職員がみな健康・安全で、勉強や運動で成長で

きる一年になるよう頑張りますので、保護者の皆様にもこれまでと同様、ご理解とご協力をお願

いいたします。

１２月４日～１５日、後期人権集中学習を実施しました。今回のテーマは「自分らしさってな

んだ？ 『僕は僕らしく そして 君は君らしく』」で、自分らしさに視点をあてて、お互いに

尊重し合いさらにすばらしい東中をつくっていこうという取組でした。

〇オープニング集会

最初に生徒会本部より上記人権テーマと活動内容が発表されました。続けて校長講話が行われ

ました。今年は「多様性」に視点をあて、多様性とは何かを説明し、多様性を尊重して生活でき

る人になろうという話をしました。また、いじめは絶対に許されない行為であることを再確認し

た上で、いつでも、どこでも、だれにでも起こりうるものであり、みんなで多様性を尊重し合い、

いじめのない学校や地域をつくっていこうと話しました。

〇ＰＴＡ社会教育講演会

１２月８日（金）に実施した講演会の講師は、LGBTQ ＋な
どの性的マイノリティも共に生きやすい社会を目指して様々

な活動を行っている「ハレルワ」の方でした。体育館に集ま

った全校生徒や参加してくださった保護者の皆さん、教職員

は、講師の方々の実体験に基づく貴重なお話を聴き、性の多

様性についてじっくり学びました。そして、多様性を尊重す

るとはどういうことか、私たちにできることは何かなど具体

的なお話もうかがい、たいへん勉強になりました。

〇地域でふれあうあいさつ運動
講演を真剣に聴く生徒

１２月４日（月）～８日（金）の５日間、地域でふれあう

あいさつ運動が実施されました。学校運営協議会が主催し、

区長会、民生児童委員協議会、更生保護女性会、青少年健全

育成推進協議会、各校ＰＴＡの皆さんが毎朝ご来校くださり

あいさつ運動が行われました。本校では、生徒も部活動ごと

に参加し、たいへん賑やかにあいさつ運動が行われました。

地域の皆さんから、「東中の生徒はよくあいさつができます

ね」、「学校の外でもあいさつしてくれますよ」などのお褒め

の言葉をいただきました。学校と地域がつながって、活気の

ある一日のスタートを切ることができました。
地域の方と「おはようございます！」



〇エンディング集会

最終日の６時間目、全校生徒が体育館に集まりエンディン

グ集会が行われました。生徒会本部役員や各学年委員長等が

後期人権集中学習を振り返り、取組の成果を発表しました。

その後、生徒は教室へ戻り、各自振り返りを行いました。

後期人権集中学習を通して、生徒は様々なことを学ぶこと

ができ、学校全体の人権意識が高まった２週間となりました。

今後も今回の学習を生かして、より一層すばらしい学校をつ

くっていきたいと思います。

以下、生徒の振り返りを紹介します。 振り返りを発表する３学年委員長さん

「自分らしさ」とは、誰に何を言われても変えたくない個性で、周りの人は認めてあげるといいと思い

ます。自分とは全然違うタイプの人も、「嫌だな」って思うことをされても、それだけでその人を攻撃して

はいけないし、だからこそ話し合った方がいいと思います。そしたら、違う”その人らしさ”をもつ人とも

仲良くなれるかも知れないし、仲良くはなれなくてもよい関係が築けると思います。（１年生）

自分は、（LGBTQ＋に関する）講演を聞く前はそれほど知らなかったが、聞いてみて驚くことや大

変なことがあって、辛いことが多かったんだと思いました。そして、自分のありのままを出せないことが

あるけど、そこを乗り越えることが大事だと考えることができました。（２年生）

僕は、「自分らしさ」とは、自分がこうありたいと思う姿だと思う。自分らしくいるためには、自分らしさ

を出してもいいと安心できることが必要だと思う。だから、安心できるように認めてあげることが大切だ

と思った。（３年生）

１２月１４日（木）、快晴の青空の下、毎年恒例の校内駅伝大会を実施しました。生徒たちは、

これまで、体育の授業で長距離走の学習を行い、自分に合ったペースをつかみ走力を高めてきま

した。本大会がマラソン大会ではなく「駅伝大会」であり、学級の襷を繋ぐということが、生徒

一人一人の走ることへのモチベーションになっています。

後期人権集中学習の期間であることから、開会式で、「長距離走は得意な人と不得意な人がい

る。これは『多様性』の一つなので、多様性を尊重して協力して頑張りましょう」と話しました。

第１走の生徒がスタートすると、全校生徒から「頑張れ！」「ついて行け！」などの声援が送

られていました。また、襷の受け渡しの際に、受け取る生徒が「もう少しだ！」「頑張れ！」と

前のランナーに声をかけたり、走り終えたランナーが「頼むぞ！」「頑張って！」と次のランナ

ーに声をかけたりする場面も見られました。

レースが終盤に入ると生徒の応援にも熱が入り、

リズムを合わせて手拍子をしたり、大きな声でエー

ルを送ったりとさらに盛り上がりました。本大会を

通して生徒一人一人が成長し、学級や学年の絆が一

層深まった様子が見られ、たいへん素晴らしい大会

になったと感じました。

お忙しい中、応援に駆けつけてくださった保護者

の皆様にはたいへんお世話になりました。今後も生

徒の活躍をご覧いただける機会を設けて参りますの

で、その際には是非ご来校ください。

＊＊＊三者面談お世話になりました＊＊＊
校内駅伝大会開会式・選手宣誓

本年度は１学期末、２学期末に三者面談を実施しました（本通信第３号参照）。保護者の皆様

にはお忙しいところご来校いただきありがとうございました。これからも家庭と学校のつながり

を強くして、ともに生徒の成長を図っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。


